




















 

Ⅰはじめに 

 出生時体重についてはすでにわが国および諸外国において各専門領域から莫

大な研究報告が出されている。しかしこれらの文献を通覧すると人間生物学あ

るいは臨床医学の専門家によるものが大多数を占め,公衆衛生学の立場から出

生時体重をとり上げ,関連する資料の活用方法などについて体系的に取り組ん

だ報告はまだごくわずかであることが指摘される。この事実をふまえて筆者ら

は過去数年来,公衆衛生学ないし地域保健の立場から主として南西諸島におけ

る事例研究を通して出生体重の各種資料の活用方法などについて,検討を進め

てきた。 


